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研究成果の概要（和文）： 

 

 本研究は，高齢化・過疎化の著しい中山間地の農村を対象に，歴史的構造物や文化的景観を
含む土木遺産を基盤とした，地域コミュニティと基礎自治体の協働による持続可能な観光支援
システムを構築することを目的とする．そのために，地方分権により既存の道路ネットワーク
と農村の持つ利点を活かした観光支援政策，事業の先進地であるフランスに範を求め，同地と
地理的・歴史的に共通点を多く有する熊本県，鹿児島県の中山間地域の農村を事例として，日
仏の事例分析を行う．さらに，フランスにおける現地事例調査，国内における実践的地域づく
り活動を通して，農村観光支援のための政策，人材育成，道路ネットワークの活用手法を提案
する． 
 本研究の研究対象地は，全て農業を主産業として発展してきており，道路や橋梁，運河，水
利施設などを社会的資産としてストックしてきている．フランスにおける先進事例分析として
文化的景観保全調査を行い，観光支援に繋がる社会的資産を分析，評価する．さらに，自立し
た農村観光を成功させている基礎自治体の政策立案・実施システムについて調査する．国内で
は，文化的景観保全調査及び，先進事例分析を受けて，日本でも実施可能な政策としていくた
めの，地域コミュニティと基礎自治体の協働による地域づくりとして実践する．さらに，この
システム開発に有用と考えられる，研究者，行政担当者，実務者の交流を行う． 
 研究の成果として，フランスの文化的景観制度ともいえるシット制度について，策定手法，
住民参加の意味合い，歴史・景観の価値共有手法を整理した．この文化的景観保全地域の現地
踏査を行うとともに，海外事例との比較調査を実施し，さらにフランスにおける景域保全計画
策定への地域住民参画について整理した．日本においては，各地において，着地型観光の担い
手となる観光ボランティアガイド導入の支援を行い，農業や各地の生活・生業の持続可能性に
着目した地域内外の交流促進に資する視点・手法の提供を行った．  
 
研究成果の概要（英文）： 
 
  The aim of this research is that for the farm village of the remarkable mountain land 
of aging and decrease in population, the maintainable sightseeing supporting system by 
the collaboration of the local community based on an engineering-works inheritance and 
a basic municipality containing a historical structure and a cultural landscape is built. 
Therefore, the sightseeing support policy in which the advantage which an existing road 
network and farm village has by decentralization was harnessed is considered. Furthermore, 
the practical use technique of the policy for farm village sightseeing support, personnel 
training, and a road network is proposed through the local case research in France, and 
domestic practical community improvement activities. 
  All the sights of this research are developed considering agriculture as main industry, 
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and stock a road, a bridge, a canal, water-use facilities, etc. as social wealth. Cultural 
landscape preservation investigation is conducted as advanced case analysis in France, 
and the social wealth which leads to sightseeing support is analyzed and evaluated. 
Furthermore, the design of policy and enforcement system of the basic municipality which 
is making the independent farm village sightseeing successful is investigated. In Japan, 
it practices as a community improvement by collaboration of the local community and basic 
municipality for considering it as the policy which can be implemented even in Japan in 
response to cultural landscape preservation investigation and advanced case analysis. 
  As a result of this research, the value share technique of the decision technique, the 
implications of citizens' participation in municipal affairs, and history and a scene 
was arranged about the Site system which can be said also as the cultural landscape system 
of France. While performing site reconnaissance of this cultural landscape protection 
area, comparison testing with an overseas example is carried out. In Japan, it arranged 
about the local resident participation to landscape preservation planning in France. In 
Japan, the sightseeing volunteer guide introduction which serves as a bearer of landed 
type sightseeing is supported in every place. The viewpoint and the technique of 
contributing to the promotion of exchange of local inside and outside which paid its 
attention to the sustainability of agriculture, or a life and occupation of every place 
were offered. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 近年，「限界集落」なる言葉も聞かれ，高
齢化・過疎化の著しい中山間地の農村におい
て，持続可能な地域コミュニティの維持・発
展のための様々な政策が議論されている．労
働人口の確保とともに，都市との交流の重要
性や，既存の道路ネットワークや地域資源を
活かした，エコ，アグリ，産業遺産・文化財
トレイルなど様々なツーリズム（観光の一部
と解釈）が議論されており，一部実践もされ
ている．一方，世界遺産に対する注目の高さ
や国内文化財法の改定により，棚田や段畑な
どの農業を主体とする日本固有の生活や生
業を基盤とする風景に対して，国指定重要文
化的景観としての価値を認め，保全体制づく
りを始めている農村もある． 
 本研究は，この中山間地農村における「観
光」支援と「文化的景観」保全を，持続可能
なかたちで実践するために，地域住民と基礎

自治体の協働のもとに，土木遺産や既存の道
路ネットワークを活かした政策立案，社会シ
ステムの開発を行うものである． 
 
２．研究の目的 
 
 そのために，地方分権により既存の道路ネ
ットワークと農村の持つ利点を活かした観
光支援政策，事業の先進地であるフランスに
範を求め，同地と地理的・歴史的に共通点を
多く有する熊本県，鹿児島県の中山間地域の
農村を事例として，日仏の事例分析を行う． 
 地方分権の進んだフランスの優れた観光
支援政策，事業手法としては，今のところ以
下の５つを検討している．(1) 景観と開発
１％政策（LOI PAYSAGE du 8 janvier 1993），
(2) 地方分権に基づいた建築・都市・風景文
化資産保全地区指定（ZPPAUP），(3) 新しい
居住人口の獲得政策，(4) フランスの美しい
村（les plus beaux villages de France），



(5) コンセルタシオン 
 
３．研究の方法 
 
  本研究の研究対象地は，先進事例として
フランス国オーベルニュ地方クレルモンフ
ェラン（Clermont-Ferrand）周辺の４地域，
アキテーヌ地方，ボルドー（Bordeaux）周辺
の２地域，国内では熊本県下の下益城郡山都
町と阿蘇郡南阿蘇村，鹿児島県伊佐市の３地
域とした． 
 両国のそれぞれの地域は，全て農業を主産
業として発展してきており，道路や橋梁，河
川舟運（運河），水利施設などを社会的資産
としてストックしてきている．フランスにお
ける先進事例分析として，９地域の自然環境，
社会システムに対して文化的景観保全調査
を行い，観光支援に繋がる社会的資産を分析，
評価する．さらに，自立した農村観光を成功
させている基礎自治体の政策立案・実施シス
テムについて調査する．国内の２地域では，
文化的景観保全調査及び，先進事例分析を受
けて日本でも実施可能な政策としていくた
めの，地域コミュニティと基礎自治体の協働
体制づくりを地域づくりとして実践する．さ
らに，このシステム開発に有用と考えられる，
研究者，行政担当者，実務者の交流を行う． 
 フランスの研究対象地の位置づけとして
は，以下の３点を考えている． 
①地域の農業を支えてきた石造の土木遺産
や文化的景観がうまく保全されている．これ
らは地方分権の結果，国，地方，県，コミュ
ーヌの協働の成果であると考えられる． 
②オーベルニュは火山性の地形を有し，熊本
とよく似た地形，土壌を有し，農業や一次産
業に共通点が多くみられる．まちづくりに関
しては，地域住民の基礎自治体に対する信頼
はあつい． 
③フランスの道路ネットワークは機能的に
つくられており，また都市（村）も，適切な
間隔，地形を選び立地しているので，それぞ
れの個性が際だつ，と考えている． 
 一方，国内の対象地に共通する特性として，
以下の３つが挙げられる． 
a）土木遺産（文化的景観，歴史的構造物を
含む）を社会的資産としてストックしてきた 
b）農業（一次産業：温泉，水資源を含む）
と観光（まちづくり的視点）の相乗効果が見
込める 
c）既存の道路ネットワークが充実し，これ
らを有効活用し，観光支援が実施可能である． 
 
４．研究成果 
 
 平成 22 年度は，先進事分析として、フラ
ンスの文化的景観制度ともいえるシット制
度について，ル・ピュイ・アン・ヴレイ市に

おけるシットの見直し事業を対象に，その策
定手法，住民参加の意味合い，歴史・景観の
価値共有手法について考察を行った．国内で
は，中山間地の農村である熊本県下益城郡山
都町の文化的景観保全調査の基礎調査を行
うとともに、平成 22 年 7 月『白糸台地の自
治とその風景を考える』ワークショップ（WS）
を開催，国内外の講師を招聘し，行政職員・
コンサルタント・研究者・学生らと．文化的
景観の保全と活用について議論を行った。当
WS の成果は，報告書を作成・配布するととも
に，平成 22 年 11 月に名古屋大学にて開催さ
れた(社)日本都市計画学会 WS「持続可能な中
山間地農村観光を考える―日仏の比較を通
して―」にて報告等を行った。さらに中山間
地域の自治体が所管する土木遺産の活用検
討事例を取り上げ，活用事業運営や管理体制
について分析を行った．以上の成果は，国内
の学術会議や国際会議にて公表した．これと
並行して，フランスではオーベルニュ地方，
アキテーヌ地方にて，国内では熊本県・鹿児
島県の中山間地域にて現地調査および聞き
取り調査，資料収集等を行った．  
 
 平成 23 年度は，フランス，熊本県南阿蘇
村，山都町，鹿児島県伊佐市において，研究
の進展を図った．まずフランスから Andre 
GUILLERM 氏を招き，熊本県下における文化的
景観保全地域の現地踏査を行うとともに，海
外事例との比較調査を実施した．さらにフラ
ンスにおける景域保全計画策定への地域住
民参画について，Cyrille MARLIN 氏らとの共
同研究体制のもと，新たに調査・分析した．
またヒアリングや現地踏査により，シット制
度に関する補足調査も行った．熊本県山都町
においては，GUILLERM 氏，行政，地域住民ら
とともに国内外の文化的景観保全を考える
WS を開催し，当該地域の人々に対する意識啓
発や保全の在り方を議論した．また熊本県下
の他の文化的景観保全の取り組みも含め，文
化的景観と地域マネジメントとの関係を問
うシンポジウムを開催し，行政職員・コンサ
ルタント・研究者・学生らとの議論を深めた．
さらに当該地域で観光ボランティアガイド
導入の支援を行い，地域内外の交流促進に資
する視点・手法の提供を行うとともに，引き
続き導入後の動向を観察している段階であ
る．以上の成果は適宜，国内の学術会議にて
公表した． 
 
 最終年度である平成 24 年度は成果をまと
め，日仏の農村における観光まちづくりの進
展に寄与する観光支援システムの考案を試
みた．６・７月は，田中が，フランス国立工
芸学院の Andre GUILLERM 教授の下で，客員
教授として勤務し，持続可能な地域づくりの
核としての通潤用水の価値や人々の地域マ



ネジメントに対する運営上の約束事など，研
究成果の一部を講義した．７月には，パリで
開催された国際会議（4th International 
Congress on Construction History）にて，
星野，田中がそれぞれ，熊本県下の文化的景
観保全の事例について研究発表を行った．さ
らに７月後半に，当センターの政策研究員も
務めて頂いている Cyrille MARLIN 准教授ら
との共同研究体制のもと，サンテミリオンに
て世界遺産選定地における景観保全と地域
マネジメント，ワイン製造のためのブドウ農
業を基盤とした観光支援施策に関する調査
を行った． 
 国内では，鹿児島県伊佐市において行政・
住民らに対し，土木遺産や地域資源を活用し
た地域内交流の支援を行うことにより，曽木
の滝を中心とした農村観光のウォーキング
イベントを行った．さらに各地において，観
光ボランティアガイド導入の支援を行い，地
域内外の交流促進に資する視点・手法の提供
を行った． 
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